
［研究ノート 】

大学と連携した毛筆書写指導

一 書道 研究室の学生の姿を学習材として一

白井 敬

1 . はじめに
「習字いつやるの？」，子どもたちの元に 5月 の 参 観 日 に 親 子 で

見 本 を見ながら注文した習字セットが届いたのだ。 担任している
3年生 3 7名 のうち，習 い事として習字に 通 っ て い る 児 童 は 1名
の み であり，ほとんどの児童にと って毛筆 と初めて の 出 合 い とな
る。 目を輝かせて習字セットを 受け 取る姿に，「 子どもたちと毛筆
との出合いを大切にし た い 」 と い う 気 持 ち を新たにした 。

毛筆の何と出合わせたいのか考えた とき ，「毛筆 の特性 」「毛筆
で書くことの面白さ」「毛筆から生まれる線の美しさ Jr書く姿の
美しさ」など，「毛筆で書く」ということの中に，いかに多くの価
値があるのか気づかされた。そして，それは自分にはでき な いこ
とだった 。

本 当に魅力を伝えられる人と出 合わせ たい 。その 時 ，頭に浮か
んだのが， 書道研究室のことだ った。書写を専 門に 学び続け た人
と出合うことによっ て ， 子どもたちは，「毛筆の特性 j 「毛 筆 で書
くこ との面白さ j 「毛筆から生まれる線の美しさ J「書く姿 の美 し
さJ を，部分ではなく全体として感じ取るのではないだろ うか。
つまり ，書 道研 究室の学生の書く姿そ の ものを，児童 が毛筆で 書
くことの学習材（価 値 に気づくきっかけ）と したいと考え たのだ。
以 上 のような思いから 書道研究室の小林 比出代 先生にご指導を
仰いだ。

2 授 業に向け て
授業の一週間前の 6月 12日（月）に 小林先生と書道研究室の

学生 2名と授業内容について打ち合わせを 行った 。 持参した指導
案を元に授業のねらいと流れについて確認しながら，「まず は，毛
筆をさわったりほ っぺにさらさらしてみた り，筆に触れ遊び親し
む時間をとることで，筆の弾力を感じるこ と か ら 入 ってみたら」 ，
「筆と鉛筆の違 い を比 べ て み た ら」など ， ご指導い ただいた。そ

のことで ，指導案では「用具の扱い 方を 確認する j としか書か れ
ていなか った 出合 いの時間が， ワクワクする よ うな楽しい時間に
変わっていった。また ，この授業の学習材である 「学生の書く姿 」
を，共に書くだけでなく，筆の角度や穂先の動きなどをビデオで
BigPa dに映して焦点化して伝えることや，練習用紙 の内容なども
ア ドバイスをいただき， これまで知 らなかった書写指導のポイン
トを学ぶことができたと共に， 当日の授 業 のイメー ジがいっそう
明 確にな っ てい った。

打ち合わせの後 ，指導案を改めて 作成 し，
た。
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小林先 生にお送 りし



指導案と実際の授業の様子3 

国語科 学 習 指 導 案
平成 29年 6月 19日（月）第 1,2校時

3年 2組 男 子 18名女子 19名計 37名 授 業 者 ：白井敬
題材 「どうしたらなかよくなれるかな 初めての筆 J
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( 1 ）本時の学習 材

｜ 書道研究室の学生の姿

o毛筆 との 出合いを楽しみに している子どもたちは，道具の使
い方や置き方などを確認した後，すぐ に書き始めようとする
だろう 。 その意識を捉えたと こ ろで学習材を提示する 。

。本学習材は， 書 道 を 専 門 と して 学 ぶ 学 生たちの書く姿である 。
実際に書く姿を見たり ，ビデオカメラで学生の穂先の動きや
筆の様子，腕の動きなどを拡大 したものを見ることによ っ て ，
子どもたちは ，筆 の 扱 い 方 や 穂 先 の 動きの特性 ，書くときの
姿勢などに気づいていくだろう 。

学習の展 開

過
学習活動 予想される子どもの動き

時
指 導 と 評 価

程 間

課
1筆と出 ，．．．．．．．．．．．．．．． ーーーーーーーー 20 o筆と出合い ，

学習 問題
合い， 用具の配置

題 用具の j毛筆 となかよ くなり た i や扱い方 ，名
把 扱い方 t いな : 称の確認を

L－ーーーーーー－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
握 を確認、 －筆も固いんだな 。 する 。

する 。 －筆をほぐ して使うんだ。 ・「筆と鉛筆は
－ほぐすとふわふわ して ど こが違う
いるよ 。 パネみたいに かな」と問い
はね返るね 。 かけ ，筆 の 特

－毛 の 一 本 一 本が広がる 性に目を 向
ん だ ね 。 けさ せ る。

－道具の並べ方があるん －拡大した配置
だな 。 図や道具の

・書くときの姿勢の合 い 名称を書い
言葉があるんだ 。 面 白 た 模 造 紙 な
いな 。 どを用いて

－鉛 筆 と 違 う 持 ち 方 な ん 視 覚的に分
だな 。 かるように

。準 備 ができたから早く する 。
書きた い な。 －墨汁は入れな

し、。
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2書 く姿 o学習 材を 提
から自 学習課題 示 し，書く姿
分 が 感 毛筆を 使って書い てみた いな を見つ め る

展 じたこ 場 を 設 け る。
とや 考 －児 童 の 席 （四
えた こ －姿 勢が格好い い。 隅 ）で書い て
とを発 －書く 前に 筆をき れ いに 10 み る。

関 表 し合 とがら せ ている 。

つ －筆をまっす ぐにし てい ＝一 学習材 ＝ー
るよ 。

書道 研究宅 の
－ゆ っ く りうごか してい

る と こ ろ と速 く動か し 学生 の姿

て いるとこ ろがある 。
－筆 の 先 が パ ネ み た いに －ビデオで 拡 大
動 い て い るよ 。 して 提示 す

o筆 が自由に動 けるよう る。
にしているん だ ね。 わ －学生が書く姿
た しも書いて みたい か ら子ども
な。 たち が気 づ

い た こ とを ，
つ ぶ や きな
どか ら 取 り
上 げ全体に
共 有 する 。

終
3ワーク －太 くなっ て しま っ て線 30 －ワー クシ ート

シート がくっつ いち ゃう 。細 渦巻 き，ジ グ

末
に実 際 くするっ て難し いな 。 ザ グ， 横 画
に書 い －うまく筆が回 らないよ 。 （事前に配
て み －ジグザグは途中で止 め 布し記名
る。 るとやりやす い ぞ。 して おく ）

－横 画 が ぺたーっ と しち
や フ。 －学 生の皆 さん

－先 生 たち はど うや って には 一 緒 に
書 い て いる のかも う一 机 間指 導 し
回 見 た い な。 てい ただく 。

－回すとき は筆 を持 ち上 －必 要に 応じ て
4本時の げ て い るん だ。 書く 姿 を全
追究を －毛筆 って難 しい け ど 楽 10 体 に提 示す
振 り返 しい な。 る。
り，次 時 。筆 と相 談 しな が ら書 け
の課題 る よ うに な りた い な。 言平 iilli 
を確認 次 は字 を書 い てみたい どうした ら穂 先 を 自
す る。 な。 山に うごか しなが ら

サーを書 くこ とができ
るの か考 えなが ら誕
くことができ たか。 発
言やワー クシー トか
らtllえる。
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5用 具の
片付け
と作品
の掲示

4. 考察と今後に向けて

・自分が 一 番納
20 得した作品

を一 枚，先生
に手渡す 。

－作品のよさを
捉え， 一 人 一
人に声をか
ける 。

・作品は，その
場で掲示し
ていく 。

－片付け方を掲
示し，説明す
る。

学生が書き 始めた瞬間，子ども

たちの目は画面に釘付けになった 。

ポイントとなる部分をズームアッ

プして映していくと， fい い 姿 勢 J' 

「筆がまっすぐ」と，教師が指導

したい点を子どもたち自身が 言葉

にしていった 。

子どもたちの f自分も書きたい」

という意欲が高まったところで，

ワ ー ク シ ー トに書き始めるように

指示した 。 渦巻きのとこ ろ で 曲 線

を書くのに苦労している様子を捉

えて，改めて学生の書く姿を子ど

もたちに提示した 。 渦巻きの時の

穂先の動き に焦点を当てて，回す

ときに筆を 少し持ち上げている様

子をよく見えるようにした。

学 生 に は ，子どもたち 一 人ひと

り に 対 し て，手を取って筆の動き

を指導して もらった 。 子どもたち

は，手を通して筆の動きを感じる

こと が で き ていた 。

( 69) 



以 下，子どもたち の 日 記 か ら 感 想 を 紹 介 したい 。

今日の 1' 2時間目に初めての習字がありました 。 私は最初こ

の授業 で ど ん な ことをするのかな，どういうふうにすれば字が上

手になるのかな， そう思ってとても楽しみにしていました。立派

な習字の先生たちも来てくれて，なんだかドキドキしました 。 太

い 筆 一 本で細さを変えたりするのはとっても難しかったです 。 次

の授 業も楽しみです 。 （A児）

今日， 1 ' 2時間目に習字をやりました 。 私は最後に書いたの

がとても上手に書けました 。 どうして上手に書けたかというと，

筆を立てて書いたからです 。 また明日もや るのでそれが楽しみで

す。 （B児）

今日， 習 字 を 初めてやりました 。 使い 方 を習いました 。 筆で字

を書くのは楽しかったです 。 何か鉛筆と違った感じでした 。 持ち

づらいと思いました 。 習字をやると字をきれいに書きたくなりま

した 。 たくさん練 習して心がすっきりしました 。 （c児）

今日， 5時間目に習字をやりました 。 M 先生が筆は縦にして穂

先は柔らか斜めと教えてくれました 。 そういうふうにしたら最初

より も き れ い に できていてうれしかったです。 （D児）

成果として，書写を専門的に

学んで い る 学 生 の姿は，子ども

たち が 自 分 で ポ イン トに気 づ い

ていくことや，いい筆の動きを

体感することに有効であ っ たこ

とが挙げられる 。

課題としては，筆を持つ場所，墨の量 ，筆 を 置 く 場 所 な ど ， 教

師が映す際に意識していなかった点は，子どもたちに伝えられな

かったことだ 。 今回，事前に指導のポイン トの打ち合わせをした

つもりだったが，自分たちが常識だと思って い る 点 は 抜 け て し ま

うことがある 。 ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー を 招 くことで，子どもたちに

何を伝 え る の か は，教師の教材研究にかかっている 。

（しらい たか し 信州大 学教育学部 附属 長 野小 学 校）

( 70) 


